
本
書
は
、
冒
頭
に
も
し
る
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
六
十
、
六
十
一
年

度
の
二
年
間
継
続
し
た
文
部
省
科
学
研
究
補
助
金
に
よ
る
同
名
の
研
究
成
果

を
ま
と
め
た
も
の
で
、
二
十
九
名
の
方
壺
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
。

「
養
生
」
と
は
、
本
書
の
中
で
も
、
柴
田
清
継
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
れ
を
「
ヨ
ゥ
ジ
ョ
ゥ
」
と
読
む
か
、
「
ヨ
ウ
セ
イ
」
と
読
む
か
で
違
い
を

う
む
。
医
と
は
大
き
く
・
員
①
と
・
胃
の
に
分
れ
る
が
、
ｏ
目
①
に
つ
い
て
象

れ
ぱ
、
前
者
は
鳥
貝
・
胃
の
で
日
常
我
ゐ
が
使
っ
て
い
る
「
病
は
養
生
第

と
い
う
の
は
や
や
こ
し
い
。
将
の
字
に
デ
ン
の
読
桑
も
加
え
て
い
た
だ
い
た

ら
と
思
う
。

小
生
は
皮
膚
科
医
で
あ
る
が
、
こ
の
吾
で
正
し
い
読
象
を
確
認
で
き
た
も

の
も
少
な
く
な
い
。
発
疹
は
ハ
ッ
シ
ン
で
な
く
ホ
ッ
シ
ン
で
あ
り
、
貼
付
は

テ
ン
プ
で
な
く
チ
ョ
ゥ
フ
で
あ
り
、
輝
裂
は
キ
レ
ッ
と
も
読
め
る
（
ク
ン
レ

ッ
、
現
在
は
主
と
し
て
キ
レ
ッ
は
亀
裂
を
用
い
る
）
な
ど
で
あ
る
。
本
書
で

初
め
て
知
っ
た
皮
膚
科
関
係
用
語
も
少
な
く
な
く
、
不
勉
強
を
恥
じ
る
と
と

も
に
編
集
者
、
監
修
者
の
ご
苦
心
．
ご
苦
労
の
ほ
ど
を
察
し
た
。
医
学
図
書

館
で
は
必
備
の
基
本
書
で
あ
ろ
う
し
、
我
々
も
座
右
に
お
い
て
精
を
利
用
し

た
い
一
言
で
あ
る
。

（
長
門
谷
洋
治
）

〔
㈱
ミ
ク
ス
、
一
九
九
○
年
、
Ｂ
６
変
形
判
、
二
九
○
頁
、

定
価
二
、
三
○
○
円
〕

坂
出
祥
伸
編
『
中
国
古
代
養
生
思
想
の
総
合
的
研
究
』

っ
た
の
は
、
や
は
り
そ
の

数
の
関
係
で
細
か
く
触
れ

を
紹
介
し
て
お
く
。

こ
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
。
後
者
は
胃
昏
啼
の
。
胃
の
で
あ
り
、
い
か
に
病

気
に
か
か
ら
ぬ
か
、
健
康
で
い
ら
れ
る
か
、
そ
の
結
果
、
い
か
に
長
生
き
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
本
書
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。

現
在
の
気
功
、
薬
膳
、
さ
ら
に
少
し
前
の
太
極
拳
な
ど
に
こ
の
想
い
は
生

き
つ
づ
い
て
い
る
。
こ
の
理
由
を
掘
り
さ
げ
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
れ

は
強
く
受
け
つ
が
れ
て
き
た
中
国
人
の
現
世
利
益
主
義
と
か
福
・
禄
・
寿
と

い
っ
た
も
の
に
結
ん
で
い
る
。

ま
た
養
生
と
は
、
摂
生
、
衛
生
と
い
う
言
葉
に
も
似
て
い
る
。
ま
た
さ
ら

に
、
性
と
命
と
い
う
問
題
に
も
触
れ
て
い
く
。
あ
る
い
は
、
養
生
を
自
己
的

養
生
と
、
他
力
的
養
生
に
も
分
け
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
養
生
と
中
国
伝
統

医
学
と
は
ひ
ろ
く
、
オ
ー
、
〈
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
し
、
中
国
古
代
の
神
仙
術
、

道
家
の
思
想
、
東
漢
末
に
お
こ
っ
た
道
教
（
仏
教
と
も
）
と
も
ひ
ろ
く
関
係

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
で
本
書
を
読
む
と
、
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
筆
者
が
読
ん
で
、
興
味
を
持
ち
、
か
つ
参
考
に
な

っ
た
の
は
、
や
は
り
そ
の
第
一
章
「
医
薬
学
と
養
生
思
想
」
で
あ
っ
た
。
枚

『
山
海
経
』
の
山
経
に
拳
え
る
薬
物
と
治
療
（
大
形
徹
氏
）

中
国
古
代
医
書
中
の
物
産
誌
的
考
察
（
米
田
該
典
氏
）

気
功
養
生
学
と
陰
陽
学
誌
（
焦
国
瑞
氏
、
奈
良
行
博
氏
訳
）

踵
息
考
（
石
田
秀
実
氏
）

寒
食
散
と
養
生
（
赤
堀
昭
氏
）

古
代
中
国
に
於
け
る
養
生
術
的
「
匂
い
」
の
発
端
（
高
橋
庸
一
郎
氏
）
で

員
罰
黙
備
を
も
た
な
い
の

へ
↓
へ
》

ノ
ノ
Ｉ
．
ｒ
〃

で
、

容
も
多
岐
に
わ
た
つ

ち
、
か
つ
参
考
に
な

想
」
で
あ
っ
た
。
枚

そ
の
題
名
と
著
者
と
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あ
る
。
な
お
第
二
章
・
古
代
諸
思
想
と
養
生
伽
。
館
三
章
・
道
教
と
愛
生
思

想
。
第
四
章
・
仏
教
と
養
生
思
想
。
第
五
章
・
日
本
・
イ
ス
ラ
ム
・
イ
ン
ド

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
養
生
思
想
と
つ
づ
く
。

い
ず
れ
も
、
専
門
的
記
述
で
あ
り
、
我
が
国
の
研
究
レ
ベ
ル
を
内
・
外
に

示
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
こ
の
方
面
の
研
究
や
興
味
を
も
た
れ
て
い
る

自
然
科
学
者
に
一
読
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
た
い
。

（
吉
元
昭
治
）

〔
平
河
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
Ｂ
５
判
、
八
二
九
頁
、

定
価
一
万
五
千
円
〕

本
書
は
、
初
代
李
杏
が
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
木
曽
菅
村
（
現
木
曽
郡

木
祖
村
菅
）
に
民
蘇
堂
眼
科
を
開
業
し
て
以
来
二
百
年
の
歴
史
を
持
つ
野
中

眼
科
六
代
目
の
移
り
変
わ
り
の
地
域
医
療
史
大
成
で
あ
る
。
上
製
箱
入
り
の

見
事
な
装
丁
に
ふ
さ
わ
し
く
、
内
容
も
実
に
豊
富
で
あ
る
。
約
三
十
・
ヘ
ー
ジ

の
グ
ラ
ビ
ア
で
木
曽
か
ら
松
本
へ
の
野
中
医
院
の
移
り
変
わ
り
、
歴
代
医
師

に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
眼
科
医
療
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等
私
が
最
も
関
心
を
持

つ
、
古
医
学
書
の
数
た
が
カ
ラ
ー
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
い
れ
ら
れ
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

本
文
で
は
、
初
代
李
杏
（
一
七
六
五
’
一
八
二
九
）
が
文
政
六
年
（
一
八

二
三
）
か
ら
文
政
十
二
年
迄
京
都
で
遊
学
、
後
帰
郷
し
岐
蘇
（
木
曽
）
の
民

の
為
の
医
院
、
と
言
う
意
味
か
ら
「
民
蘇
堂
野
中
医
院
」
と
名
付
け
、
木

野
中
杏
一
郎
編
著
『
医
の
歳
月
野
中
眼
科
一
一
百
年
史
』

曽
の
最
上
流
に
あ
る
人
口
百
五
戸
の
山
村
の
小
さ
な
菅
村
に
門
戸
を
開
き
、

「
菅
（
す
げ
）
の
目
医
者
」
と
言
わ
れ
た
事
か
ら
始
ま
り
、
二
代
目
杏
庵
（
一

八
○
五
年
’
一
八
六
八
）
は
、
父
李
杏
の
勧
め
に
よ
っ
て
文
化
六
年
（
一
八

一
二
一
）
京
都
の
高
階
枳
園
の
門
下
と
な
り
、
門
人
筆
頭
に
推
さ
れ
、
紀
州
徳

川
家
へ
往
診
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
杏
庵
は
ま
た
、
長
崎
に
も
遊
学
し

て
い
る
。

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
帰
郷
し
内
科
、
眼
科
の
手
術
で
は
評
判
を
高

め
広
範
な
診
療
圏
を
持
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
杏
庵
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
菅
村
薮
原
に
私
塾
「
民
蘇
堂

塾
」
を
創
設
し
、
拾
数
人
の
医
師
を
養
成
し
て
い
る
。

三
代
目
杏
春
（
一
八
四
二
’
一
八
八
一
）
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
江

戸
に
遊
学
し
今
日
、
野
中
家
に
伝
わ
る
数
百
冊
の
古
医
書
を
購
入
し
「
藪
原

の
目
医
者
」
と
称
さ
れ
た
。

更
に
四
代
目
隆
太
郎
（
一
八
七
五
’
一
九
五
八
）
は
済
生
学
舎
で
学
び
県

眼
科
医
会
、
村
議
長
等
を
歴
任
し
た
。

五
代
目
茂
乗
（
一
八
九
八
’
一
九
四
八
）
は
大
正
十
三
年
東
京
帝
大
を
卒

業
後
名
古
屋
大
学
講
師
、
金
沢
大
学
助
教
授
を
経
て
、
昭
和
六
年
帰
郷
し
野

中
眼
科
を
継
承
し
て
い
る
。

戦
後
、
松
本
市
に
診
療
所
を
移
転
し
た
が
、
そ
の
間
郡
医
師
会
長
、
長
野

県
眼
科
医
会
会
長
、
日
本
眼
科
医
会
理
事
を
歴
任
し
て
い
る
。

そ
し
て
今
日
の
六
代
目
、
昭
和
三
十
年
東
京
医
科
大
学
卒
業
後
、
独
協
医

科
大
学
助
教
授
を
歴
任
し
現
地
で
開
業
し
て
お
ら
れ
る
編
集
者
、
杏
一
郎
先

生
へ
と
、
幕
末
、
明
治
、
大
正
の
地
方
史
、
世
相
の
資
料
考
証
を
挿
入
し
な

が
ら
、
小
松
芳
郎
氏
（
松
本
市
史
編
さ
ん
室
長
）
が
執
筆
を
加
え
て
い
る
。
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